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論文内容の要旨

台湾の株価では、毎日に上限 (p+(x)) と下限 (ρ + (x)) が設けられています。本論文は、この上限と下限が株価に

どういう影響を粛すのかを数学的に評価しようとする動機で、マルコフ連鎖 {Xn}n 三日の漸近挙動とファットテール

などの問題を評価しましたo 但し、 {Xn}n :<，: 0 は次の推移確率を持つマルコフ連鎖で、 {St}t :<，: 0 は任意予め与えられた

拡散過程とします。

p(x，dy) 三え(SI^r E dy) ， τ 三 inf{t ミ 0: St = ρ +(x) orρ 一 (x)}. 

結果として、次のことが示せます。

1.もし {St}t:<': 0 が非再帰ならば、 {Xn}n :<，: 0 も非再帰となります。

2. もし {St}t :<，: 0 が再帰で、 {p 土 (x)} がある条件を満たせば、 {Xn}n :<，: 0 も再帰となります。

3. {St}t :<,: 0 が正再帰で、 {Xn}n :<，: 0 が非正再帰或いは正再帰となるような {ρ :t (x)} が特徴つけられています。
。2

4. {Xn}n :<，: O が再帰で、 {St}t :<，: 0 の生成作用素は m(x)δx2 とする時、 {Xn}n :<，: 0 の不変測度μ(・)の分布のテールは、

下記のように評価されています。

(但凶a剖) もしん|はxlm(ωdxυ) く∞で、 {X，Jn ミ 0 が正再帰とすれば、

rトト∞〉}m似(ω釘ω)=f，は2山|
となりますo

白) ヤ :t (x)} は Ixl 三 M で〆ω 注 x+c+I X 1 5 ， ρ一句)~x-c-Ixlt とする時、もし s^t E (0,1^ ~)と、ある

条件とを満たせば、

J.~ X'J1( 白) = r~IXI'f.t (dX) = ∞ i'X"m(dx) く∞
となります。ここで、 r E (2(s^t)- 1， α-1)。

円
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論文審査の結果の要旨

本研究は、全くランダムに変動すると思われる株式に対して、一日の始値に関係させて、上限・下限を設定し、そ

れを超えればその株式の取引をその日は停止し、翌日新たに前日の停止値から取引を再開するという場合に、長期的

にみて株式の値の分布にどのような影響がでるかを数学的に分析したものである。

申請者は株式が一般的な拡散過程に従うと仮定して、その拡散過程の不変確率測度の裾野 (tail)と、上限・下限

を設定することによりできる毎日の終値のつくるマルコフ連鎖の不変確率測度の裾野を、ほとんどあらゆる場合に比

較し、一般的に後者の裾野の方が緩やかになることを示した。以前より、株式の変動を理想的な拡散過程と仮定した

ときと、実際の株式の変動の統計的なデータとを比較すれば、統計的なデータの方が分布の裾野が緩やかになること

が指摘されていたが、本研究はこの事実の背景の一つを理論的に説明していることになり、博士(理学)の学位論文

として十分価値のあるものと認めるo
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